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6月27日（木）2・3校時に谷一小の校庭に元気な声が響き渡りました。

縦割り班ごとに、『ころがしドッジボール』『玉入れ』『大縄跳び』に挑戦しました。
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【大縄跳び】

集会に向けて前もって練習しまし

たが、なかなか難しかったようです。

それでも、一生懸命頑張る姿があり

ました。

【玉入れ】

縦割班ごとに、1分間に何個玉を

入れられるかを競いました。あちら

こちらから応援の声が響き、盛り上

がりました。

今年の谷一ギネスは89個！

＋．バ ブヽ �　　　　　●　　′ －し言ふ　．、－、、 

撞談 ∴－ヽ �� �巧● ‘i’il、 

i　章‘‾－　‾‾ 

転義董 �� �闇　語輔′轟 
轡醗 ��（丁‾rL用 

絹十・ 

集会の運営にあたった実行委員会のみなさんの意欲と実行力、そして縦 
割り斑をリードした6年生みなさんの責任感は特に素晴らしかったです。 
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【転がしドッジボール】

最後まで残った1年生のポイントは

2ポイント。高学年のみんなが1年生

をおんぶして守ってあげる姿もみら

れました。

また、とったボールを低学年に渡し

て提げさせてあげるなど、みなさんの優

しさをたくさん見ることができました。
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面
や
衛
生
面
の
充
実
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ
や
流
し
の

美
化
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

【
新
聞
委
員
会
】

壁
新
聞
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
学

校
の
出
来
事
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を

記
事
に
し
、
み
ん
な
が
楽
し
く
読
め

る
新
聞
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

【
図
書
委
員
会
】

全
校
の
み
ん
な
に
た
く
さ
ん
本

を
読
ん
で
も
ら
お
う
と
努
力
し
て

い
ま
す
。
一
年
生
に
紙
芝
居
を
し

て
あ
げ
る
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

【
運
動
委
員
会
】

み
ん
な
が
休
み
時
間
に
楽
し
く

遊
べ
る
よ
う
に
遊
具
の
管
理
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
・
ザ
・
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
て
、

休
み
時
間
に
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ

を
し
て
楽
し
む
と
い
う
企
画
も
し

て
い
ま
す
。

《
ト
ピ
ッ
ク
ス
》

演
劇
音
楽
鑑
賞
会
で
は
、
ロ

ス
・
ラ
テ
ィ
ー
ノ
ス
の
皆
さ
ん
に

南
米
の
音
楽
を
演
奏
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
み

ん
な
で
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
、
大

変
な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

（
一
年
生
）
朝
顔
に
水
を
あ
げ
て
い

ま
す
。
自
分
の
手
で
育
て
、
責
任

の
大
切
さ
と
喜
び
を
実
感
し
て
い

ま
す
。
教
室
か
ら
は
元
気
な
明
る

い
歌
声
が
響
い
て
い
ま
す
。

（
二
年
生
）
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
有

機
農
法
で
野
菜
づ
く
り
に
励
ん
で

い
ま
す
。

（
三
年
生
）
都
留
の
自
然
を
テ
ー
マ

に
し
た
学
習
を
取
り
入
れ
、
学
校

林
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
自
然
の

中
で
友
だ
ち
と
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（
四
年
生
）
お
年
寄
り
や
視
・
聴
覚

障
害
者
の
方
と
の
交
流
を
通
し

て
、
「
共
に
生
き
る
心
」
を
育
ん
で

い
ま
す
。

（
五
年
生
）
米
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
林
間
学

校
を
八
ヶ
岳
少
年
自
然
の
家
に
お

い
て
実
施
し
、
大
自
然
の
素
晴
ら

し
さ
と
友
だ
ち
と
の
協
力
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

（
六
年
生
）
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
を

利
用
し
、
「
ふ
る
さ
と
都
留
再
発

見
I
L
と
い
う
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

松
尾
芭
蕉
、
八
朔
祭
屋
台
飾
り

幕
、
お
茶
壷
道
中
、
郡
内
縞
、
谷

村
大
堰
な
ど
、
豊
か
で
貴
重
な
都

留
市
の
歴
史
に
触
れ
、
温
故
知
新
、

未
来
へ
向
か
っ
て
大
き
な
財
産
を

手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。


